
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

狭山市家庭教育支援チーム 

 （呼称：埼玉県家庭教育アドバイザーin 狭山） 

  

②活動拠点 狭山市内 

③活動範囲 狭山市及び近隣 

④組織体制 

 

  １０ 人 

子育てサポーター８名 元教員２名 

 

⑤活動開始年度 ２０１３年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

細井 弘子 

（TEL）04-2952-5930   （E-mail）hirolion@msn.com 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

☐アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

③活動内容 

【具体的な活動内容】 

市内公民館との共催で『家族ふれあい講座』を開催。 

 

主にあそびを通じて家族とふれあい、参加者との交流を目的としている。 

 ・むかし遊び（段ボールポックリ、ヨーヨーつり、積み木、輪投げなど） 



 ・工作（牛乳パックで作る小物入れ、糸まき車、、バルーンアートなど） 

 ・狭山市の七夕まつり飾りに参加 

リサイクル教育として（リサイクルできるデザートパック、食品トレイ、食品

外包、お菓子のパッケージなどの利用） 

 ・子育て相談窓口の設置 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

〇家庭で毎日に出る牛乳パックやプラゴミと言われる物を利用して工作作り

をしているので、大変喜ばれています。 

〇参加者からは「一日楽しかった、また来年も参加します」と声をかけていた

だき会員一同アイデアを出し合っています。 

〇工作しながら参加者同士の雑談もあり、情報交流の場にもなっています。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （公民館事業） 

 


